
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－126011
(P2003－126011A)

(43)公開日 平成15年5月7日(2003.5.7)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/00    300

   �G�0�2�B 23/24    

   �A�6�1�B  1/00    300 B

   �G�0�2�B 23/24    A

�2�H�0�4�0

�4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 4ＯＬ（全 4 数）

(21)出願番号 特願2001－327085(P2001－327085)

(22)出願日 平成13年10月25日(2001.10.25)

(71)出願人 000000527

ペンタックス株式会社

東京都板橋区前野町2丁目36番9号

(72)発明者 大内 輝雄

東京都板橋区前野町2丁目36番9号  旭光学

工業株式会社内

(72)発明者 山本 和之

東京都板橋区前野町2丁目36番9号  旭光学

工業株式会社内

(74)代理人 100091317

弁理士 三井 和彦

Ｆターム（参考） 2H040 DA51

4C061 GG14 JJ20

(54)【発明の名称】 汚染防止型内視鏡

(57)【要約】
【課題】筒状カバーを着脱するための付加的な設備を必
要とせず、しかも筒状カバーを挿入部に対して確実かつ
容易に着脱することができる汚染防止型内視鏡を提供す
ること。
【解決手段】筒状カバー２１が、基端開口以外の部分が
塞がれた弾力性のある材料からなる筒状体であって内径
の大きさが挿入部１１の外径の大きさより大きく形成さ
れており、挿入部１１が差し込まれた状態の筒状カバー
２１を基端側へ引き伸ばして縮径させることにより挿入
部１１の表面全体に密着させた状態にして内視鏡１０に
固定する解除自在なカバー固定手段２４が設けられてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部を外部から遮蔽するように
上記挿入部に着脱自在に被覆される筒状カバーを有する
汚染防止型内視鏡において、
上記筒状カバーが、基端開口以外の部分が塞がれた弾力
性のある材料からなる筒状体であって内径の大きさが上
記挿入部の外径の大きさより大きく形成されており、
上記挿入部が差し込まれた状態の上記筒状カバーを基端
側へ引き伸ばして縮径させることにより上記挿入部の表
面全体に密着させた状態にして上記内視鏡に固定する解
除自在なカバー固定手段が設けられていることを特徴と
する汚染防止型内視鏡。
【請求項２】上記挿入部の基端に操作部が連結されてお
り、上記カバー固定手段が、上記操作部に対して係脱自
在に上記筒状カバーの基端付近に取り付けられた手動ネ
ジである請求項１記載の汚染防止型内視鏡。
【請求項３】上記筒状カバーの先端部分には、上記筒状
カバーの先端開口を塞ぐ状態に硬質の先端キャップが取
り付けられている請求項１又は２記載の汚染防止型内視
鏡。
【請求項４】上記筒状カバーの先端部分が筒状部分と一
体に弾力性のある材料によって形成されている請求項１
又は２記載の汚染防止型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、挿入部が患者の
体壁に直接接触しないようにする筒状カバーが着脱自在
に設けられた汚染防止型内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】汚染防止型内視鏡は一般に、内視鏡の挿
入部を外部から遮蔽する筒状カバーを挿入部に着脱自在
に被覆できるようになっており、筒状カバーを一回ごと
に取り替えることにより、内視鏡による患者間の感染を
完全に阻止することができる。
【０００３】そのような汚染防止型内視鏡は、挿入部に
被せられた筒状カバーが挿入部の表面に密着せずに浮い
た状態になっていると、体壁に引っ掛かって挿入性が阻
害され、場合によって筒状カバーが破れてしまう。
【０００４】そこで従来の汚染防止型内視鏡において
は、筒状カバーの内径の大きさを挿入部の外径の大きさ
より小さく形成して、挿入部に対する着脱時に筒状カバ
ーを膨らませるようにしていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
従来の汚染防止型内視鏡においては、挿入部に筒状カバ
ーを着脱するだけのために筒状カバーを膨らませる設備
を必要とするだけでなく、使用中に筒状カバーにピンホ
ール等ができると使用後に筒状カバーが膨らまなくなる
ため、挿入部から筒状カバーを外すことができなくなっ
てにっちもさっちもいかなくなってしまう場合があっ
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た。
【０００６】そこで本発明は、筒状カバーを着脱するた
めの付加的な設備を必要とせず、しかも筒状カバーを挿
入部に対して確実かつ容易に着脱することができる汚染
防止型内視鏡を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の汚染防止型内視鏡は、内視鏡の挿入部を外
部から遮蔽するように挿入部に着脱自在に被覆される筒
状カバーを有する汚染防止型内視鏡において、筒状カバ
ーが、基端開口以外の部分が塞がれた弾力性のある材料
からなる筒状体であって内径の大きさが挿入部の外径の
大きさより大きく形成されており、挿入部が差し込まれ
た状態の筒状カバーを基端側へ引き伸ばして縮径させる
ことにより挿入部の表面全体に密着させた状態にして内
視鏡に固定する解除自在なカバー固定手段が設けられて
いるものである。
【０００８】なお、挿入部の基端に操作部が連結されて
おり、カバー固定手段が、操作部に対して係脱自在に筒
状カバーの基端付近に取り付けられた手動ネジであって
もよい。
【０００９】また、筒状カバーの先端部分に、筒状カバ
ーの先端開口を塞ぐ状態に硬質の先端キャップが取り付
けられていてもよく、或いは、筒状カバーの先端部分が
筒状部分と一体に弾力性のある材料によって形成されて
いてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、内視鏡１０にカバー装置２０が取り
付けられていない状態を示している。
【００１１】内視鏡１０の挿入部１１は、例えば可撓管
１１ａの先端に湾曲部１１ｂが連結され、湾曲部１１ｂ
の先端に連結された先端部本体１１ｃに観察窓等が配置
されたものであり、挿入部１１の基端には、湾曲部１１
ｂの遠隔操作を行う装置等が配置された操作部１２が連
結されている。
【００１２】内視鏡１０の基端が連結されている操作部
１２の下端部分には、カバー装置２０の筒状口金２３が
着脱自在に係合する円柱状の口金係止部１３が形成され
ており、その中間部分には少しだけ径が細い係止溝部１
４が形成されている。
【００１３】カバー装置２０の大半の部分は、挿入部１
１を外部から遮蔽するように挿入部１１に被覆される円
筒状に形成された筒状カバー２１であり、筒状カバー２
１の先端は先端部本体１１ｃに円滑に被嵌される先端キ
ャップ２２によって封止されている。その結果、筒状カ
バー２１は基端開口以外の部分が全て塞がれた状態にな
っている。
【００１４】筒状カバー２１は、内径ｄが挿入部１１の
外径Ｄより大きく形成されている。即ち、ｄ＞Ｄであ
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る。なお、挿入部１１の外径Ｄが途中で変化している場
合には、筒状カバー２１の各部分の内径ｄが、それより
先端寄りの範囲における挿入部１１の最大外径より大き
ければよい。
【００１５】筒状カバー２１は例えばシリコンゴム等の
ような弾力性のある材料によって形成されている。した
がって、筒状カバー２１は矢印Ａで示されるように軸線
方向に引き伸ばすことにより弾性変形して径が縮小し、
内径ｄが挿入部１１の外径Ｄより小さい（ｄ＜Ｄ）状態
になる。なお、筒状カバー２１の材質はシリコンゴム以
外であっても差し支えない。
【００１６】筒状カバー２１の基端には、内視鏡１０の
口金係止部１３に対して係脱自在な筒状口金２３が取り
付けられている。筒状口金２３は、口金係止部１３に嵌
合する筒状に形成されていて、その側壁に内方に貫通す
るように形成されたネジ孔に、手動ネジ２４が螺合して
いる。手動ネジ２４の頭部には、外側から手で摘むこと
のできる摘みが形成されている。
【００１７】したがって、筒状口金２３を口金係止部１
３に嵌合させて手動ネジ２４を締め込むことにより筒状
口金２３が口金係止部１３に固定され、手動ネジ２４を
緩めれば、筒状口金２３を口金係止部１３から離脱させ
て先端方向に移動させることができる。
【００１８】ただし、図１に示されるように、筒状カバ
ー２１が挿入部１１より短く形成されているので、筒状
カバー２１内いっぱいに挿入部１１を挿入しても、筒状
カバー２１が伸ばされていない自然状態では筒状口金２
３が係止溝部１４に係止される位置には達しない。
【００１９】図２は、筒状カバー２１内いっぱいに挿入
部１１を挿入して筒状口金２３を口金係止部１３に係止
した状態を示している。なお、１６は観察窓、１７は照
明窓であり、先端キャップ２２は透明なプラスチックに
より形成されている。
【００２０】筒状口金２３を口金係止部１３に係合する
位置まで軸線方向に引っ張ると、先端部本体１１ｃの先
端面に先端キャップ２２が当接した後は筒状カバー２１
が軸線方向に引き伸ばされて縮径し、筒状カバー２１が
挿入部１１の全面に密着する状態になる。そこで手動ネ
ジ２４を締め込めば、筒状口金２３が口金係止部１３に
係止された状態になる。
【００２１】このとき、手動ネジ２４の先端が係止溝部
１４の表面に当接するように構成することにより、手動
ネジ２４をきつく締め付けなくても口金係止部１３に対
する筒状口金２３の係止が行われ、手動ネジ２４の緩み
による係合外れが発生しない。なお、筒状カバー２１を
さらに引き伸ばした状態でも筒状口金２３を口金係止部
１３に係止することができるよう、係合代に余裕を形成
しておくとよい。
【００２２】このように筒状カバー２１を軸線方向に引*
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*き伸ばして縮径させることにより、筒状カバー２１が挿
入部１１の外面に密着した状態にすると、使用中に挿入
部１１が屈曲しても筒状カバー２１にしわや浮き上がり
が発生し難い。
【００２３】そして、内視鏡の使用が終了した後には、
手動ネジ２４を緩めて筒状口金２３を挿入部１１側に緩
やかに移動させることにより筒状カバー２１が弾性変形
前の太い状態に戻るので、筒状カバー２１にピンホール
等の発生の有る無しにかかわらず、カバー装置２０をそ
のまま容易に挿入部１１から取り外すことができる。
【００２４】図３は、本発明の第２の実施例の汚染防止
型内視鏡を示しており、第１の実施例に設けられている
先端キャップ２２に代えて、筒状カバー２１の先端部分
を筒状部と一体に弾力性のある材料によって形成したも
のである。このように形成することにより、観察窓１６
部分等に凹凸があっても、先端部本体１１ｃの先端面に
対して筒状カバー２１がよく密着する。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、筒状カバーの内径の大
きさを挿入部の外径の大きさより大きく形成し、挿入部
が差し込まれた状態の筒状カバーを基端側へ引き伸ばし
て縮径させることにより筒状カバーを挿入部の表面全体
に密着させた状態にして固定することができるので、筒
状カバーを着脱するための付加的な設備を何ら必要とせ
ず、しかも筒状カバーにピンホール等の発生の有る無し
にかかわらず、筒状カバーを挿入部に対して確実かつ容
易に着脱することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部に取り付けられていない状態の部分断
面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部に取り付けられた状態の断面図であ
る。
【図３】本発明の第２の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部に取り付けられた状態の断面図であ
る。
【符号の説明】
１０  内視鏡
１１  挿入部
１２  操作部
１３  口金係止部
１４  係止溝部
２０  カバー装置
２１  筒状カバー
２２  先端キャップ
２３  筒状口金
２４  手動ネジ（カバー固定手段）
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